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■取付けされる方へのお願い

●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

…取付けを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が
想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注  意!

注　意!

※製品破損による人への被害・物的損害が想定されますので、下記事項をお守りください。�
●リコフレームへの固定�
・横桟の補強材が入っている部分に取付けてください。�
●部材の固定�
・組立てねじ・ボルトは必ず指定のものを使用してください。

又、使用中ゆるまないように締付けてください。�
●取付けについて�
・みだりに改造・変更しないでください。�
※製品腐食のおそれがありますので、下記事項をお守りください。�
●絶縁処理�
・アルミ形材が亜鉛・ステンレス以外の金属と接触するときは、絶縁処理をしてください。�
●シーリングについて�
・シーリングは指定個所に必ず行ってください。�

リコフレーム ロールスクリーン 取付け説明書

■取付け上のお願い

●水平・垂直は水準器などで正確に出してください。
●取付けは専門業者が行ってください。�
●当社指定の付属品以外は取付けないでください。

■構造説明図

※　　 内は、ロットNo.表示位置を示します。●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。

■取付け順序 ■取付け詳細

Aボックス1の取付けAボックス1の取付け

●ボックス1は横桟の補強材
が入っている部分に取付け
てください。

注　意!

●シーリングは指定
個所に必ず行なっ
てください。

注　意!

①ボックス1の下面に六角
ボルトM5×8、スクリー
ン固定裏板を差込みます。

②ボックス1の下面を横桟
の下面に合わせて横桟に
下穴をあけてください。

③横桟にボックス1をトラ
スタッピンねじ（3種）
φ5×14で取付けます。

④ボックス1にシーリング
をします。

ナベタッピンねじ
（3種）φ5×10

トラスタッピンねじ
（1種）φ5×50

スクリーン

ボックス1

はり

柱

横桟

ボックス2

平ワッシャーM5用

六角ボルトM5×8

スクリーン固定裏板

袋ナットM5用ロットNo.
表示位置

ボックス1

横桟

下穴φ4.5

コーキング材

横桟

柱

M5×8六角ボルト

スクリーン固定裏板

トラスタッピンねじ
（ 3種）φ5×16

ボックス1

シーリング

柱

横桟

2
4

.5
1

2
5

.5 ボックス1

コーキング材

横桟

補強材

古紙配合率100％再生紙を使用しています。
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■スクリーン取付け制限
●直線限界を超える距離（2800mm）での固定は行わないでください。

直線限界…生地をピンと張った状態で限度テープが見える距離

●土間、デッキ仕様などでスクリーンを途中で止
めて固定したい場合は、プルロープを使用します。

●プルロープをおこのみの長さにカットし、
ハンドル、ボールに通して結びます。

●固定するときは、フック金具に引っ掛け
固定します。

●収納するときは、スクリーンパッキンに
引っ掛け収納します。

■スクリーン巻上げテンションの調整
●巻上げテンションを調整する場合は、調整ダイヤルを回します。
「強」方向 → 巻上げ力が強くなります。�
「弱」方向 → 巻上げ力が弱くなります。

■プルロープ使用方法

■納まり図

■梱包明細表

●ロールスクリーン本体セット ●ロールスクリーンボックスセット

名　称 員　数 名　称 員　数

1�

2�

1�

4

1�

1�

2�

2�

1�

1�

1

ロールスクリーン

スクリーン固定裏板

プルロープ

ナベタッピンねじ（3種）φ5×10

ボックス1�

ボックス2�

トラスタッピンねじ（3種）φ5×14

六角ボルトM5×8

平ワッシャーM5用

袋ナットM5用

取扱い説明書

強

弱 調整ダイヤル

プルロープ

プルロープ

ハンドル
ボール

結ぶ

フック金具

パッキン

スクリーン本体W：1160

1200
2.5

35
2.5

35

スクリーン幅：1130
1515

ス
ク
リ
ー
ン
有
効
長
さ
：

25
00

15
0

87

室外側 室内側

87

15
0

150
32

88.735

45.7

36

7

20
39

28

リコフレーム

限度テープ

ピンと張る

直線限界

プルロープ

フック金具

Sスクリーンの取付け

Fスクリーンフック金具の取付け

Sスクリーンの取付け

Fフックの取付け

●フック金具をねじ止めします。

①図のようにスクリーン固定裏
板をナベタッピンねじ（3種）
φ5×10で仮止めします｡

②ボックス1のリブにスクリー
ンを引っ掛け、スクリーンブ
ラケットにスクリーン固定裏
板に仮止めしたねじをはめ込
みます。

③スクリーン固定裏板のもう一
方の穴にナベタッピンねじ（3
種）φ5×10をねじ込み、仮
止めねじを本締めします。

Dボックス2の取付けDボックス2の取付け
●ボックス1にボックス2をはめ込み

ボルトで固定します。

■土間に固定する場合■土間に固定する場合

■デッキに固定する場合■デッキに固定する場合

ボックス1

スクリーン
固定金具

※　の位置にナベタッピンねじ（3種）
φ5×10を仮止めします。

ボックスのリブに
引っ掛ける

スクリーンブラケット

スクリーン�
固定裏板

はめ込む

ナベタッピンねじ
（3種）φ5×10

袋ナットM5用

ワッシャーM5用

六角ボルト
M5×8

ボックス1

ボックス2

■人工木デッキの穴加工

①埋込みフック金具を埋込みフックケースに組込みます。
②デッキにφ35の穴をあけ（人工木の場合、下側はφ13

の穴）、埋込みフックケースをねじ止めします。

フック金具

フック金具

セルフタップ
アンカーφ5×45

下穴φ3.3

デッキ

穴φ35

皿タッピンねじ
（1種）φ4×55

ナベ小ねじ
M6×40

平ワッシャー
M6用

袋ナット
M6用

埋込みフック金具

埋込みフックケース

埋込み
フックケース

φ13

■木デッキの穴加工
φ35

埋込みフック金具

5
0

床板

φ35

135

スクリーン

ボックス2

躯
体
側
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めて固定したい場合は、プルロープを使用します。

●プルロープをおこのみの長さにカットし、
ハンドル、ボールに通して結びます。

●固定するときは、フック金具に引っ掛け
固定します。
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